
 ７月の生活目標を生活委員会のメンバーと話し合い、『自主的に笑顔で挨拶をしよう』に決定しました。

私は毎朝、校門で挨拶をしているのですが、「自分から進んで挨拶をする子」「挨拶をしたら、返してくれ

る子」「挨拶をしても、無反応な子」と様々です。生活委員会では、元気な挨拶が溢れる学校にするための

活動を行う予定です。挨拶は社会人として大切なマナーです。 

  

 

6 月２１日（金）に、市川警察署生活安全課の方を講師にお招きして、ス

マホ・SNS安全教室を実施しました。『スマートフォン・SNSの正しい使い

方』『スマートフォン・SNS の危険性』『家庭でできること』をテーマにお

話ししていただきました。また、交通課の方にも自転車の正しい乗り方やヘ

ルメットの重要性についてもお話ししていただきました。 

裏面に、生徒の感想を載せています。ご覧ください。 
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１．スマートフォン・SNSの正しい使い方や危険性について 

 近年、SNS でのいじめや事件が多くなっています。被害者になってしまった場合は、大人に相談する

前に、スマートフォンの画面をスクリーンショットするなどして、証拠を残しておくことが大事です。また、

写真には位置情報が載っているので、SNSなどへ投稿はやめましょう。 

 

２．家庭でできること 

 条例で１８歳未満が使用するスマートフォン等にはフィルタリングをすることが義務付けられています。

そうすることで犯罪に巻き込まれることを未然に防ぐことができます。また、保護者が子供のスマートフ

ォンを、いつでも見られるような関係を築いておくことが大事です。 

 

３．自転車の正しい乗り方やヘルメットの重要性 

 ヘルメットを着用することで、衝撃を 15 分の１に軽減することができます。ちばサイクルールをしっか

りと理解し、加害者にも、被害者にもならないように気をつけましょう。 
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SNSなどに個人情報を載せてはいけないことは知っていましたが、写真を載せることも危険だとは

知りませんでした。写真を投稿するなど、絶対にしないようにしようと思いました。軽い気持ちで友達

の悪口を載せることは犯罪になってしまう可能性があることを知り、しっかりと考えてから投稿するこ

とを心がけようと思いました。自転車に乗るとき、ヘルメットをしていなかったので、ヘルメットをかぶ

ることで頭を守れることを知り、これからはヘルメットをかぶろうと思いました。（1年） 

スマートフォン、自転車ともに、普段の生活で使用するもので、色々な危険があることを改めて実感し

ました。SNSでは書き込み前に、考えることの大切さを知りました。自分が被害者にならないように

個人情報や写真の取り扱い方には気をつけなければならないし、加害者にならないように悪ふざけ

でも大きなことにつながるということを頭に入れて行動しなければいけないと思った。当たり前のこ

とを当たり前にできるように、今から意識して実践していきたいです。（1年） 

1枚の写真から、多くの情報が流出してしまうことを知り、ネットの怖さを知りました。自分の行動を

ネットに挙げることも危険だと知りました。STOP TO THINK（一度立ち止まって考える）ことをし

ないと、とても危険だとわかりました。また、フィルタリングを親にかけてもらう、パスワードは親に分

かるようにしておくなどの対策も重要だと思いました。今回の安全教室を通して、新たに心に響くも

のがありました。（2年） 

アップした写真の位置情報から居場所が特定されることは初めて知りました。役立つことや聞いて

よかったことがたくさんありました。また、軽い気持ちで言った悪口などから大きなトラブルになって

しまうことが驚きました。一番印象に残ったのは STOP TO THINKです。冷静になることは大事

だと改めて思いました。もう一つ、「自分がされて嫌なことは人にしない」ということです。「友達と一

緒にいたら、つられてやっちゃった」というのは言い訳です。自分がされて嫌なことは、相手も嫌だと

思ったので、特に意識して生活したいと思いました。（2年） 

最初はほんの悪ノリのつもりが少しずつ大きな事件性のあるものに発展しまうのが、SNSの怖いと

ころだと感じました。インターネット上でのやり取りは顔が見えないので、あまり考えずに利用しがち

だけど、顔が見えないからこそ、しっかりと踏みとどまって考えてから送信や投稿することが大切だと

感じました。（3年） 

ネットのコメントやレビューをよく見ますが、その中にも「ここ全然おいしくなかった」「店員の対応が

最悪」などが写真付きで載っていたので、信じていましたが、今日の安全教室で「合成した写真を投

稿する」という行為を知り、「あのコメントやレビューはどうなんだろう」と思いました。否定的なコメン

トがある中、「雰囲気が良かった」などの肯定的なコメントもあったので、コメントやレビューで決め

つけず、自分の目で確かめることが大切だと思った。（3年） 

スマートフォンや SNSは、調べ物をしたり、多くの人と交流したり、非常に便利なものです。一方、使い方を間違

えると、人を傷つけるものにもなってしまいます。それは人の心を傷つけます。心の傷は外から見ても分からず、

どれだけ傷ついたか分かりません。また、心を治す薬もありません。正しい使い方を身につけましょう。 


